



























































































B 町は人口 8 千人余り，高齢化率約 42％の町
である。局地的な豪雨による災害で，孤立集落
や行方不明者が出る等大きな被害を受けた。


















部，C 市 20 部を渡し配布先は一任した。記入後
の質問紙は，郵送にて個別に返送してもらうこ
とにより回収した。
調査時期は，B 町が災害の 1 年 9 か月後，C

























 豪雨災害時における職員の業務内容   ｎ＝20（複数回答） 
業務内容  ｎ  
防疫活動（家屋の消毒等） 11  
被害調査・データ収集 2  
地区班（避難所での被災者支援，状況把握等） 2  
高齢被災者の住まい確保（施設入所措置含む） 2  
孤立者救助 1  
避難所避難者の医療ニーズ確認 1  
被災地域への訪問 1  
被災者への薬の受け渡し 1  
居宅介護事業所・病院等への連絡調整 1  
情報整理 1  
被災状況の事務処理 1  
備品準備 1  


































回答者は男性 14 名，女性 6 名であり，職種は
事務職 17 名，技術職 3 名であった。行政経験年
数は 6 ～ 38 年で，30 年以上の者が 9 名と約半















う回答も 5 名見られた（表 2）。
3．職員が保健師に期待する自然災害時の役割
職員が保健師に期待する自然災害時の役割と

















 豪雨災害前の備えと災害支援活動時における職員と保健師との連携状況  ｎ＝20（複数回答） 
項目 ｎ  
豪雨災害時に保健師と 
連携して取り組んだ活動 
家庭訪問・避難所訪問 13  
住民の安否確認 10  
防疫活動 9  
避難所の運営・管理 6  
被災状況の情報収集 6  
災害対策本部との連絡・調整 4  
関係機関との連絡・調整 4  
保健師との連携なし 1  
その他 1  
豪雨災害前に保健師と 
連携して取り組んだ備え 
職場内での情報共有 12  
避難所の確認 6  
災害時要援護者の名簿作成 5  
保健師との連携なし 5  
災害時活動マニュアル（具体的な行動計画）の策定 4  
災害へ備えた人材育成（研修等） 3  
関係機関とのネットワークづくり 2  
災害時要援護者の緊急避難計画立案 1  
住民への防災教育 1  









































の備えとして，36 のコードから 11 のサブカテ
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